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研究成果の概要（和文）：CSCLを用いた実践や研究において指摘される大きな問題として, 学習グループ内の分
業状態が可視化されないことで作業に手を抜き始めるといった「社会的手抜き」などのインタラクションの低質
化があった.本研究は学習者間のインタラクションを高度化することを目的に個別・協調学習の往還支援をする
システムデザイン要素の抽出、その要素に従ったシステムの開発、評価を行うことを目的とした。その結果、本
研究で抽出した個人学習行動の可視化要素を踏まえて開発したシステムを活用することで、個人の学習行動が促
され、成績の向上することが示された。

研究成果の概要（英文）：One of the major problems pointed out in CSCL practice and research has been
 the low quality of interaction, such as "social corner cutting," in which learners begin to cut 
corners on tasks due to the lack of visibility of the division of labor in the learning group. The 
purpose of this study was to identify system design elements that support the return of individual 
and cooperative learning, to develop and evaluate the system according to these elements, and to 
improve the interaction between learners. The results showed that the system developed based on the 
visualization elements of individual learning behavior extracted in this study promotes individual 
learning behavior and improves performance.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では協調・個人学習の往還を促進する学習環境の構築を目指した。成果として個人学習行動の可視化によ
って協調と個人の往還となり得ることを示した。さらにその思想に基づき、システム開発を行い、形成・実践的
に評価を行った。その結果、これまで困難であった、協調学習においても個人の貢献度を可視化することで生産
的なディスカッションを誘発することが可能であることを示した。情報通信技術が様々な教育組織で活用される
ようになり、また協調学習を取り込んだ問題解決学習・プロジェクト学習が盛んに行われるようになった。その
学習成果を高めるためのデザインとして、本研究知見は非常に有用性が高い知見を提示したと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究を申請した当時,アクティブラーニング導入が進むにつれ, 協調学習, とりわけ CSCL が
採用されていた. CSCL を用いた実践や研究において指摘される大きな問題として, 学習グルー
プ内の分業状態が可視化されないことで作業に手を抜き始めるといった「社会的手抜き(Social 
loafing)」(Mulvey & Klein, 1998), や各学習者の認知処理の低下や学習成果のクオリティが安
定しないことによるインタラクションの低質化 (Stahl, 2013; Rogat et al, 2013)があった. この
ような問題の解決策として, 学習コミュニティの生産性を高める観点・評価軸である探求の共同
体フレームワーク(Community of Inquiry: CoI) (Garrison, 2016)が提案され, このフレームワ
ークに基づいた CSCL のデザイン研究が世界的に活発に行われており, 本報告書執筆時でも同
様の状況である.  

Garrison(2016)によると, CoI フレームワークは学習の情意面に影響するとされる社会的存
在感, 議論の観点を提示するなど, 学習成果に直接影響する認知的存在感, ルールの伝達に関わ
る教授的存在感の 3 つの存在感から構成される. 社会的存在感とは「メディアを介した相互作用
によって, 相手がそこにいると感じられる程度」と訳される(Short et al , 1976). 例えば, 絵文字
の利用や他者の発言を引用する, あいさつをするというのは社会的存在感に関係しているとさ
れ, 社会心理学に関する観点である. 認知的存在感とは「批判的思考能力など, 高次の能力育成
に関係する談話を継続させる支援, イベント, またその知的支援環境」と定義される. 例えば,相
手と自分の意見を統合させる発言や反論は認知的存在感に当たる. 教授的存在感は「学習過程や
成果を管理・監視をしながら, 学習者のコミュニケーションを方向付けること」と定義される. 3
つの存在感により, 人間関係が活性化し, インタラクションが活発になるとされる.  

CSCL デザインや効果測定として有用なフレームワークとして国内外で引用されているフレ
ームワークであるが, 限界が存在した. 1 つ目は個人の学習活動や理解プロセス, その影響まで
検討されていない点であった. 学習者個人の学習行動・理解プロセス, ならびにそれらプロセス
の, CSCL による協調学習への影響について言及はされていなかった. 2 つ目の問題として, 協調
学習の結果, 個別学習へどのように反映すべきか（されたのか）言及されていない点であった. 
CSCL における個人の認知に関する研究(Dillenbourg, 1999 など)はされているが, CSCL 中のイ
ンタラクションに対する各学習者の学習行動・理解プロセスの影響と協調学習の結果から個別
学習の指針等の学習のマネジメントに関するフィードバックする点まで検討はされていなかっ
た. 上記 2 点が CSCL デザインとして組み込まれないことによって,議論や情報共有の際に, 各
学習者が行ってきた作業内容の統合といった生産的なグループ活動や個人の成長においてボト
ルネックになり得た. たとえば個人の学習や各学習者からの質問において不明な点は放置する
等, Learning ownership が低下 (Williams et al, 2011 など)し, その結果, タスク達成がなされ
にくい（Van Rooij, 2009 など）といった問題を引き起こす. 以上の問題に対して, 個別・協調学
習の往還を踏まえて, CSCL 中のインタラクションの質を高める必要があり, 学習計画の立案, 
学習モニタリング, 内省といった学習者個人の学習マネジメント意識に関する SRL 理論の援用
が有効な手段の 1 つとして考えた. そのためには CoI フレームワークの見直し, SRL の観点から
個別・協調学習における学習活動や理解プロセスの可視化など社会心理学, 教育心理学, 情報工
学など学際的な観点から CSCL デザインが求められるが, 総括的な観点での研究はほとんどさ
れていない状況であった. 
 
２．研究の目的 
本研究は学習者間のインタラクションを高度化することを目的に, CoI フレームワークを SRL
理論から見直し, 個別・協調学習の往還支援フレームワークを構成する. そしてそのフレームワ
ークに従ってシステムのデザインモデル, ならびにシステムそのものの開発と評価を行うもの
であった.  
 
 
３．研究の方法 
(1)心理データと学習行動, 理解プロセスのデータを使用したラーニングアナリティクスにより
個別・協調学習の往還支援フレームワーク, システムデザインの要素を導出する（基礎調査） 
CSCL におけるインタラクションの高度化を目指すにあたり, 大きな課題の 1 つとして学習行
動・理解のプロセスがその協調学習の場において把握することが困難な点である. つまり, ど
ういうリソースにあたり, どういう解釈を行った結果, その学習成果が生成され, CSCL におけ
る協調学習の場にどのように反映されているのか確認することは非常に困難である. それは各
学習者の学習行動と理解のプロセスが可視化されないことが大きな理由の 1 つである. そのた
め, 本項目では 1 クォーターほどの授業にてデータを収集し, 個別・協調学習の往還支援のた
めのシステムデザイン要素の抽出を行った.   
 
(2)システム開発と形成的評価 



(1)にて構築したシステムのデザインの要素に従い,そのシステムの設計と開発を行い, 形成的
評価を行った。質問紙による主観的効果, 機能検証を行った. 量的データだけでは不明な点も
あるため, 被験者に対し, 観察・インタビューを行う等, 質的分析も行う. これらのデータを
参考に機能改善や不足している機能の設計・開発を行った. 
 
(3) 本研究で開発するシステムの中長期間の授業における効果を検証する（実践的評価） 
半期程度の複数授業にて実践的評価を行う. 評価データは形成的評価と同様のものを採用する. 
授業外学習のログやアクセスしているデバイスなども踏まえ, 授業で有効利用するための方法
や授業デザインを検討した. 
 
４．研究成果 
(1) システムのデザイン要素の導出 
本研究では文献レビューを行った上で、ならびに自己調整学習尺度である MSLQ、デジタル教材
上の学習ログ、成績との関係性分析を行った。その結果、MSLQ では自己効力感、認知的学習方
略利用意識が、学習行動では次ページに行くことや、マーカーの面積が成績に寄与することが示
された。続いて CoI フレームワークを活用したグループディスカッション中の発言との関係性
分析を行ったところ、社会的存在感を学習者が受容することで、社会的存在感に関する発言が生
じ、そこから議論の生産性が高まる認知的存在感に関する発言が増加することが示された。しか
しながら、グループ間にも差があることが示された。そのため発言数の多いグループ、少ないグ
ループをそれぞれ選択し、分析したところ、デジタル教材上の学習行動において、多い方が、発
言が多くなる傾向があることが示された。社会的手抜きの先行研究知見も踏まえ、グループ内に
おける個人の学習行動の可視化が協調学習と個人学習の往還を促進する接点になると考えた。 
 
(2) システム開発と形成的評価 

 
(1)にてポイントとなった、グループ内の個人学習行動の可視化を行うシステムを開発すべく、
上記図に従った構造でシステム開発を行った。これまで代表者が開発してきた協調学習支援シ
ステム CQCHAT に接続する形で、開発を行った。CQCHAT は学習管理システムと LTI 接続を行うテ
キストチャットベースの協調学習支援システムであり、学習管理システムで編成されたグルー
プデータ、学習者データを取得し、テキストチャットとコンセプトマップの構築するシステムが
統合されたものである。グループにおいて、個人のアイコンが見え、それをクリックすることで、
本開発の、各人が行った事前学習行動の可視化がなされる。次の図がそのシステムの全容である。 
 
本システムの形成的評価においては、グラフの色が赤色で見えづらいこと、時間が長ければ個人
学習行動のマス目の色が濃くなるが、必ずしも学習しているとは限らないため、10 分以上デジ
タル教材を開いている場合は、学習していない可能性を示す警告文を表示するといったデータ
解釈の妥当性を高める改善を行った。 



 
(3) 実践的評価 
実践的評価では改修したシステムを用いて、各機能のログと成績、個人学習行動との関係性分析
を行った。検証期間は 1クォーターであった。検証した授業は主に 1年生向けの教育学の授業で
あり、コロナ禍の影響もあり、オンラインで行われた。分析では本開発ツールの各機能の利用ロ
グ、デジタル教材配信システム上のログ、成績である。分析の結果、各人の学習行動可視化へア
クセスしている学生は事前にデジタル教材を積極的に読んできており、成績が統計的有意に高
いことが示された。また学習者はマーカーやメモといった認知的学習活動や個別学習時におけ
るブックマークの利用が本機能未使用の学生よりも統計的有意に多くなることが示された. 
 
本研究では協調学習と個人学習の往還を促進する学習環境の構築を目指してきた。(1)から(3)
の成果により、グループワークであっても、自己効力感や認知学習行動への意識など、個人行動
への意識が高まることといった影響が示され、個人学習行動の可視化によって協調と個人の往
還となり得ることを示した。さらにその思想に基づき、システム開発を行い、形成的・実践的に
も評価を行った。学習ログ分析によって、これまで困難であった、グループワークにおいても個
人の貢献度を可視化することで積極的で、かつ生産的なディスカッションを誘発することが可
能であることを示したことは当時の研究知見においても国内外で大変意義が高く、貢献度が高
い知見と言える。 
 
現在、情報通信技術が様々な教育組織で活用されるようになり、またグループワークを取り込ん
だ問題解決学習・プロジェクト学習が盛んに行われるようになった。その学習成果を高めるため
のデザインとして、本研究知見は大きな貢献が可能であると考える。 
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